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級，上級の 3 つのレベル別クラスを開講している。2017 度は，前期（2017 年 4 月～ 9 月）と後期（2017







　前期は，初級クラスが 21 人（うち 3 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 23 人（うち 3 人
は初級クラスも同時に受講），上級クラスが 34 人，計 75 人が日本語課外補講（ライデン大学短期日本
語研修プログラム，総合日本語コースを含む）を受講した。75 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 20 人，
特別聴講学生 30 人，研究生 9 人，特別研究学生 10 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・日本文
化研修留学生）5 人 , 学部生 1 人である。国・地域別の内訳は，中国 29 人，オランダ 11 人，韓国 6 人，
アルバニア，タイ，台湾，ベトナム各 4 人，アメリカ，インドネシア，バングラデシュ，ロシア各 2 人，
デンマーク，ドイツ，フィンランド，ブラジル , モンゴル各 1 人である。また，所属別の内訳は，人文
学部 17 人，理工学教育部 15 人，人間発達科学部 14 人，経済学研究科 11 人，経済学部 6 人，工学部，
人文科学研究科各 3 人，医学薬学教育部，人間発達科学研究科各 2 人，生命融合科学教育部，理学部
各 1 人である。
　後期は，初級クラスが 27 人（うち 1 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 15 人（うち 1 人
は初級クラス，2 人は上級クラスも同時に受講），上級クラスが 39 人（うち 2 人は中級クラスも同時に
受講），計 78 人が日本語課外補講（総合日本語コースを含む）を受講した。78 人の在籍身分別の内訳
は，大学院生 25 人，特別聴講学生 20 人，研究生 19 人，特別研究学生 7 人，科目等履修生（県費留学
生，日本語・日本文化研修留学生）7 人である。国・地域別の内訳は，中国 40 人，台湾 9 人，韓国 6 人，
インドネシア，タイ各 4 人，ベトナム 3 人，アルバニア，インド，フィリピン，ロシア各 2 人，ウク
ライナ，ブラジル，マレーシア，ミャンマー各 1 人である。また，所属別の内訳は，理工学教育部 16 人，
経済学研究科，人文学部各 15 人，工学部 10 人，経済学部 9 人，人間発達科学部，人文科学研究科各 3 人，














　前期は 2017 年 4 月 10 日（月）～ 7 月 27 日（木）を授業期間とした。曜日調整のため， 5 月 2 日（火）
は金曜日の授業を行った。後期は 2017 年 10 月 10 日（火）～ 2018 年 2 月 8 日（木）を授業期間とした。
曜日調整のため，11 月 1 日（水）は金曜日の授業を，1 月 9 日（火）は月曜日の授業を行った。また， 
12 月 25 日（月）～ 1 月 4 日（木）は冬季休業，1 月 12 日（金）は大学入試センター試験準備日のため，
休講とした。 













　前期，後期ともに週 35 コマ授業を行った。前期の時間割を表 1，後期の時間割を表 2 に示す。
表 1　2017 年度前期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法 A1 ( 高畠 )
2 文法 A1 ( 高畠 ) 聴解・会話 B1a ( 小木曽 ) 表現技術 C1 ( 濱田）
3 文法 B1 ( 小木曽 ) 漢字 C1 ( 濱田 )
4 漢字 B1 ( 濱田 )
火
1 文法 A1 ( 要門 ) 文法・表現 B1a ( 高畠 ) 文法 C1 ( 濱田 )
2 文法 A1 ( 要門 ) 文法・表現 B1a ( 高畠 ) 作文 C1 ( 松岡 )
3 聴解・会話 A1 ( 藤田 ) 聴解・会話 B1b ( 田中 ) 会話 C1 ( 松岡 )
4 読解 C1a ( 藤田 )
水
1 文法 A1 ( 高畠 ) 文法・表現 B1b ( 中河 )
2 生活日本語 A1a（バハウ） 文法 A1 ( 高畠 ) 文法・表現 B1b ( 中河 )
3 聴解 C1 ( 要門 )
4 日本文化 C1 ( 中河 )
－ 54 －
木
1 文法 A1 ( 田中 ) 文法・読解 B1a ( 副島 )
2 生活日本語 A1b（小木曽） 文法 A1 ( 田中 ) 文法・読解 B1a ( 副島 )
3
4 漢字 A1 ( 小木曽 ) 読解 C1b ( 田中 )
金
1 文法 A1 ( 横堀 ) 文法・読解 B1b ( 松岡 )
2 文法 A1 ( 横堀 ) 文法・読解 B1b ( 松岡 )
　　＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
表 2　2017 年度後期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法 A2 ( 高畠 )
2 文法 A2 ( 高畠 ) 聴解・会話 B2a ( 小木曽 ) 表現技術 C2（濱田）
3 文法 B2 ( 小木曽 ) 漢字 C2 ( 濱田 )
4 漢字 A2 ( 小木曽 ) 漢字 B2 ( 濱田 )
火
1 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現 B2a ( 高畠 )
2 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現 B2a ( 高畠 ) 作文 C2 ( 松岡 )
3 聴解・会話 A2 ( 藤田 ) 聴解・会話 B2b ( 小木曽 ) 会話 C2 ( 松岡 )
4 文法 B2 ( 小木曽 ) 読解 C2a ( 藤田 )
水
1 文法 A2 ( 要門 ) 文法・表現 B2b ( 中河 )
2 生活日本語 A2a（バハウ） 文法 A2 ( 要門 ) 文法・表現 B2b ( 中河 )
3 聴解 C2 ( 要門 )
4 日本文化 C2 ( 中河 )
木
1 文法 A2 ( 田中 ) 文法・読解 B2a ( 副島 )
2 文法 A2 ( 田中 ) 文法・読解 B2a ( 副島 ) 文法 C2 ( 濱田 )
3
4 読解 C2b ( 田中 )
金
1 文法 A2 ( 横堀 ) 文法・読解 B2b ( 松岡 )
2 文法 A2 ( 横堀 ) 文法・読解 B2b ( 松岡 )
　　＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
5.2　初級クラスの授業内容
　初級クラスでは，前期，後期ともに，午前は月曜日から金曜日まで毎日 2 コマ連続で「文法」の授
業を行った。午後は「聴解・会話」，「漢字」の授業を各科目とも週 1 回 1 コマ行った。また，毎日，
日本語の授業に出席することが困難な学生のために，「生活日本語」を開講し，前期は週 2 コマ，後期
は週 1 コマ，授業を行った。
　週 10 コマの「文法」の授業では，『みんなの日本語 初級』Ｉ，II（スリーエーネットワーク）をメ





第 1 週 1 課～ 3 課 第 9 週 28 課～ 30 課
第 2 週 4 課～ 6 課 1 課～ 6 課試験 第 10 週 31 課～ 33 課 26 課～ 32 課試験
第 3 週 7 課～ 12 課 第 11 週 34 課～ 37 課
第 4 週 13 課～ 14 課 7 課～ 12 課試験 第 12 週 37 課～ 39 課 33 課～ 38 課試験
第 5 週 15 課～ 18 課 第 13 週 40 課～ 43 課
第 6 週 19 課～ 21 課 13 課～ 18 課試験 第 14 週 44 課～ 45 課 39 課～ 45 課試験
第 7 週 22 課～ 25 課 第 15 週 47 課～ 50 課
第 8 週 26 課～ 27 課 19 課～ 25 課試験








　「生活日本語 a」の授業では，『Basic Japanese for Students はかせ』〈1〉（スリーエーネットワーク）







　中級クラスでは，前期は，「文法・表現」，「文法・読解」の授業を各科目とも週 2 日 2 コマ連続で各
4 コマ，「聴解・会話」の授業を週 2 コマ，「文法」，「漢字」の授業を各科目週 1 コマ行った。後期は，「文
法・表現」，「文法・読解」の授業を各科目週 2 日 2 コマ連続で各 4 コマ，「文法」，「聴解・会話」の授





メインテキストとして，『日本語中級Ｊ 301』は 1 日（2 コマ）の授業で 1 課進むペース，『日本語中級



















「表現技術」，「日本文化」の授業をそれぞれ週 1 コマ行った。上級クラスの授業は，2 期連続して受講
する学生のために，以前から前期と後期で扱うテーマや教材等を変えて対応しているが，授業目的や
進め方等の授業概要は同じであるため，以下，まとめて報告する。
　「読解」の授業は，前期は「読解 C1a」と「読解 C1b」の授業名で，後期は「読解 C2a」と「読解
C2b」の授業名で，各学期 2 科目ずつ設けた。「読解 C1a」は『絶対合格！日本語能力試験徹底トレー
















































回答する形とした。表 4 に前期，表 5 に後期の結果をまとめた。なお，自由記述については，基本的
に学生が記述した通りに掲載している。




オリエンテーション出席者 (23 人 ) ・ オリエンテーションの掲示を見た (9 人 )
・ 専門の先生にきいた (2 人 )
・ 国際交流センターの先生にきいた (9 人 )
・ 事務の人にきいた (3 人 )
・ 友だちにきいた (2 人 )
・ その他（4 人）：日本語の先生 2 人，富山国際センター
　1 人，県庁の人 1 人
オリエンテーション欠席者 (3 人 ) ・ 友だちにきいた (1 人 )
・ その他（2 人）：マウイの先生から 2 人
2．授業科目数の
　　希望
今のままでいい　 (24 人 )：初級 10 人，中級 5 人，上級 9 人
多くしてほしい　 (　1 人 )：中級 1 人…JLPT
少なくしてほしい (　1 人 )：中級 1 人…文法・読解
3．授業科目の希望 今のままでいい (24 人 ) ：初級 9 人，中級 6 人，上級 9 人
新しい科目を作ってほしい (1 人 )：中級 1 人
無記入（1 人）：初級 1 人
4．来期の授業時間帯
　　の希望
いつでもいい (3 人 ) ：初級 1 人，上級 2 人
専門の時間割がわからないので答えられない (18 人 )：初級 8 人，中級 5 人，上級 5 人
午前 1・2 限 (3 人 ) ：中級 1 人，上級 2 人
午後 3・4 限 (1 人 ) ：中級 1 人
その他 (1 人 )：初級 1 人…帰国する
その他
　・ CIER is very supportive to students. I am very happy.（初級）
　・ Could you please open Japanese classes on Saturday or Sunday?（初級）
　・ 大学で日本語能力試験のトレーニングの試験が行われたらいいと思います。( 上級 )
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オリエンテーション出席者 (19 人 ) ・ オリエンテーションの掲示を見た (5 人 )
・ 専門の先生にきいた (3 人 )
・ 国際交流センターの先生にきいた (5 人 )
・ 事務の人にきいた (4 人 )
・ 友だちにきいた (5 人 )
・ その他（1 人）：県庁の人 1 人
・ 無回答（1 人）
オリエンテーション欠席者 (6 人 ) ・ 専門の先生にきいた (3 人 )
・ 国際交流センターの先生にきいた (1 人 )
・ その他（2 人）：日本語の先生 1 人
 　　　　　　　　前学期に 1 人
2．授業科目数の希望 今のままでいい (23 人 )：初級 12 人，中級 4 人，上級 7 人
多くしてほしい ( 2 人 )：初級 1 人…会話，上級 1 人…（具体的な希望は無記入）
少なくしてほしい (0 人 ) 
3．授業科目の希望 今のままでいい (24 人 ) ：初級 12 人，中級 4 人，上級 8 人
新しい科目を作ってほしい (1 人 )：初級 1 人…会話
4．来期の授業時間帯
　　の希望
いつでもいい (2 人 )：初級 2 人
専門の時間割がわからないので答えられない (11 人 )：初級 6 人，中級 1 人，上級 4 人
午前 1・2 限 (4 人 )：初級 4 人
午後 3・4 限 (3 人 )：初級 1 人，中級 2 人





　・ Overall, classes and teachers are awesome! – helped me with my learning.（初級）
　・ Everything is organized in a perfect way.（初級）
・ Japanese class information should be directly notified to international students via email. Notice board at CIER is 
not enough for students who do not visit there – they will not know timetable and other information.（初級）
・ For next semester, I have to study Japanese and research in the lab at the same time. Maybe I have some days 
I cannot attend Japanese classes, but I will study Japanese as much as possible. Thank you for accepting my 
request.（初級）
・ 日本語クラスに参加して，よかったです。将来は日本で就職したいのですが，授業を受けて，もっと自信が持てる
ようになりました。( 上級 )
　カリキュラムに関するアンケート結果を見ると，日本語課外補講に関する情報は，前年度と同じ傾
向で，オリエンテーションの掲示を見たり，国際交流センターの教職員から聞いたりするのが多かっ
たようである。授業科目数や内容についても，前年度同様，「今のままでいい」という回答が多かった。
最後に，授業時間帯については，昨年度より「いつでもいい」が少なく，「専門の時間割がわからない
ので答えられない」という回答が多かった。
8　おわりに
　2017 年度は，予算削減により非常勤講師の授業時間数を減らさなければならず，初級クラスと中級
クラスにおいては，授業科目を廃止したり，統合したりし，全体の科目数を若干減らさざるを得なかっ
た。そのような中，日本語課外補講の科目を使い，新たにライデン大学短期日本語研修プログラムが
始まるなど，変化の多い 1 年であった。授業科目の削減や統合に関しては，その影響をしっかり検討
した上で，今後のカリキュラム改善に努めていく必要があるだろう。
